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　県内初の水耕栽培施設
を導入したハウスを視察。
室内での作業、中腰にな
らない等、高齢者に優し
い環境を可能とする。

恩納村
VEGE平 リーフレタス栽培

茨城県鉾田市 JAほこた 
全国野菜売上№１市町村

　甘藷の自動選別施設や野菜の真空予冷施設、人参の
自動選別施設、小松菜農家、ほうれんそう農家の視察
を行った。特にメロンが日本一の産地である鉾田市に
おいて、近年ではニラ栽培が盛んになっている。特に
営農指導に力を入れている。年間を通して、マスコミ
や大手企業とタイアップした PR 活動も行っている。

　行方市の取組みであるブランディング
推進計画や農家支援の取組みについて

　マグロセリ市場開会前
豊洲市場

糸満市 
クボタファーム糸満 トマト栽培
　㈱南九州クボタが試験的に導入したスマート
農業、アイスメック栽培（土の代わりに薄いフ
ィルム）を使って水を保っている。温湿度管理
から水の散布、肥料散布まですべて自動で管理
を行い、最先端技術を活用した農業である。

国営ひたち海浜公園
　みはらしの丘一面を染めるコキア

茨城空港
　駐車場が無料な茨城空港

※甘
かんしょ

藷とは、さつまいもの事です。

　エシャレットの冷蔵施設、エシャレッ
ト部会遠藤会長の個人冷蔵施設、選別施
設、圃場の視察を行った。平成 23 年葉
たばこ農家が裏作で行っていた※甘

かんしょ
藷を

葉たばこの減反により、甘藷に転換しそ
の補助事業にてキュアリング施設の導入
や六次産業化において JA、行方市、企
業が出資したファーマーズビレッジが有
名となり、甘藷部会連絡会は天皇杯を受
賞。現在ではタイ等に輸出も行っている。

茨城県行方市
JAなめがたしおさい　エシャレット全国有
数産地、甘藷部会連絡会は天皇杯を受賞

【参加者】議員４人、執行部２人、沖縄県１人、事務局1人
【目　的】�村が整備を計画している島らっきょうの冷蔵施設の導入に向けて類似しているエ

シャレットの冷蔵施設の視察や本村にはない水耕栽培施設、養液栽培施設のスマ
ート農業視察、農畜産水産物のブランド化に向けた取組みや国営公園の視察など
本村の主要産業である農業と観光業を視察し本村産業振興の参考とする。

経済・公営企業常任委員会　所管事務調
査（団長：並里晴男議員）において、恩
納村、糸満市、茨城県行方市、茨城県鉾
田市、茨城県ひたちなか市、茨城県小美
玉市、東京都江東区を調査した。

経済・公営企業
常任委員会
10月15日～18日

10月

15

10月

16

10月

17
10月

18
茨城県行方市
行方市役所

常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

調査報告所管事務伊江村議会常任委員会
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与那国町 与那国町役場

竹富町竹富島

竹富島簡易水道竹富浄化センター（下水道）

　訪問税、ふるさと納税の取組み、自治体 DX、議会
改革の説明を受け、新庁舎の視察を行った。　食肉処理施設、移住定住住宅の説明を受けた。

竹富町 竹富町役場

竹富町小浜島
小型廃棄物処理施設【実証実験】

【参加者】議員４人、執行部２人、事務局1人
【目　的】�本村の今後取り組むべき行政課題として、役場庁舎及び文化施設を含め新庁舎

等建設がある。また自主財源の確保や移住定住の促進、デジタル技術の活用な
ど、取り組むべき課題の解決に向けて調査を行い、具体的な政策や施策提案を
目指し、所管事務調査を実施する。

総務常任委員会　所管事務調査（団
長：島袋勉議員）において、竹富
町、与那国町を調査した。11月20日～22日

総務常任委員会

11月

20

11月

22
11月

21

11月

21

並里晴男 団長 島袋 勉 団長

　調査先では様々な意見及び情報交換、視察等を実施
し、所期の目的を達成することが出来、私たち議会は
「行政の監視機関」と「意思決定機関」でありますの
で、適切な判断のもと、村政発展・地域の活性化に向け
議会活動を展開していきたいと思う。
　今調査につきましては、調査受け入れ先をはじめ、
今調査に沖縄県から同行頂いた嘉数伊江駐在普及員、農
林水産課長、企画課長、住民課長等をはじめとする執行
部の皆様に感謝申し上げ、報告とする。

両委員会の　　報告両委員会の　　報告団長
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※ 一般会計歳出決算額を、令和6年３月末の人口（4,235人）世帯（2,241世帯）で算出した。

繰越財源とは…その年度内に支出を終了することができない経費について
　　　　　　　特別に翌年度１年間に限り繰越して使用することができる

令和５年度は村の借金が1億145万円の減となった。

1世帯当たり
 3,359,835円

令和６年第８回
(９月 ) 定例会を
３日間の会期で

行なった。

■本定例会では、令和５年度各会計の決算認定や令和６年度一般会計及び特別
会計補正予算等14議案を審議した。（※Ｐ11参照）

■令和５年度決算の認定にあたっては、決算審査特別委員会を設置し、付託され
た各会計決算の議案について、慎重に審査を行った。

■その結果、付託された６会計決算すべて『認定すべきもの』と決定した。

Q

● 令和５年度歳入歳出決算額表

● 村債（借入金）残高の推移

会計別 予算現額
（千円）

Ａ　収入済額
（円）

Ｂ　支出済額
（円）

Ａ－Ｂ 
差引残高（円）

令和３年度 
比較増減（円）

一 般 8,476,828 7,529,390,372 7,231,757,129 297,633,243 ▲ 45,880,666
診 療 所 387,849 400,936,389 361,872,993 39,063,396 ▲ 12,285,657
国 保 1,042,758 1,032,268,847 1,026,771,572 5,497,275 ▲ 1,904,300
後期高齢者 62,243 62,113,892 61,443,700 670,192 260
水道（収益） 185,445 179,972,417 179,687,072 285,345 ▲ 4,800,392
船舶（収益） 861,371 797,887,148 827,430,317 ▲ 29,543,169 ▲ 9,997,174

合計 11,016,494 10,002,569,065 9,688,962,783 313,606,282 -74,867,929

5,004万円の繰越財源を含む

村民1人当たりに使われたお金はいくら？

1人当たり
1,777,896円 タッちゅん

のの黒字黒字決算決算

平成30年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和5年度決算
　　　 を認定６会計

41億6,372万円

42億7,402万円

42億7,183万円

45億3,530万円

44憶167万円

43憶21万円
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教育費 	  8億5,711万円 
	  （前年度  5,757万円減）
	   �伊江中学校教員宿舎整備工事の完了による

令和６年 第８回 定例会（９月）

監査委員の意見

最小の経費で最小の経費で
最大の効果を最大の効果を

Q

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
決
算
に
お

い
て
、自
主
財
源
は
14
億
６
，８
３
９
万

７
千
円（
構
成
比
19
．５
％
）で
対
前
年

度
比
１
億
９
，１
１
２
万
２
千
円（
15
．

０
％
）の
増
と
な
っ
て
い
る
が
、依
然
と

し
て
脆
弱
な
財
政
基
盤
で
あ
る
。新
た

に
創
設
さ
れ
た「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
寄
付
金
」に
つ
い
て
は
、村
に
所
縁
の

あ
る
企
業
な
ど
へ
の
呼
び
掛
け
な
ど
自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、行
財
政
改

革
を
通
し
て
経
常
収
支
比
率（
当
年
度

79
．１
％
）の
改
善
に
よ
り
財
政
構
造
の

弾
力
性
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。ま
た

諸
事
業
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、村
長

の
施
策
を
基
に
職
員
間
の
連
携
を
密
に

し
、村
の
振
興
発
展
に
尽
く
さ
れ
る
よ

う
切
望
す
る
。

農林水産業費  	 15億8,066万円 
	 （前年度  1億4,417万円減）
	   畜産総合施設整備事業の完了による

総務費  	  15億6,700万円 
	  （前年度  4億7,742万円増）
	   移住定住促進住宅整備等による

民生費 	  11億4,595万円
	  （前年度  9,565万円増）
	   価格高騰緊急支援交付事業、
	   東保育所アーケード設置事業による

土木費 	  5億5,457万円 （前年度  1億4,415万円増）
	   離島定住環境基盤整備事業、川平集落道14号、川平農道線道路整備事業による

衛生費 	  ３億7,880万円 （前年度  4,081万円増）
	   �人口透析装置購入事業やECセンター補修工事による

商工費 	  5億5,997万円 
	 （前年度  2億6,251万円増）
	   �伊江島蒸留施設機能拡充事業による

具志川 豊秀
代表監査員

一般会計 22億億9,7639,763万万

人口透析装置

伊江島蒸留施設

一般会計予算

決算額 75億2,939万372円の主な使い道は！？75億2,939万372円の主な使い道は！？

虻江　修
監査委員
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（
令
和
６
年
９
月
11
日
）

決
算
審
査

特
別
委
員
会

質疑
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問
　
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
向

け
て
若
い
畜
産
農
家
の
皆
さ
ん

が
、
自
分
も
出
品
し
た
い
と
い
う
意
欲

を
持
て
る
よ
う
な
施
策
を
講
じ
る
事
は

で
き
な
い
か
。

答
　
和
牛
改
良
組
合
、
そ
し
て
島

牛
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
し

っ
か
り
と
手
当
て
で
き
る
よ
う
、
特
に

出
品
牛
に
対
す
る
畜
主
の
皆
さ
ん
が
経

済
的
な
大
き
な
負
担
が
な
い
よ
う
な
形

で
、
今
後
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
　
共
進
会
の
高
等
登
録
群
に
出

品
し
て
い
な
い
の
は
、
高
等
登

録
の
料
金
が
高
く
、
出
品
し
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

の
登
録
に
対
し
て
助
成
は
で
き
な
い
の

か
。

答
　
高
等
登
録
群
の
登
録
料
が
高

く
、
県
共
進
会
、
北
部
共
進
会

に
出
品
で
き
な
い
と
い
う
足
か
せ
に
な

っ
て
い
る
要
因
で
あ
れ
ば
ぜ
ひ
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
高
等
登
録
群
に
出
品

す
る
為
の
支
援
に
つ
い
て
和
牛
改
良
組

合
と
調
整
し
、
検
討
し
た
い
。

問
　
令
和
５
年
度
に
購
入
し
た
落

花
生
の
掘
り
取
り
機
と
カ
ン
シ

ョ
掘
り
取
り
機
の
農
家
へ
の
貸
し
出
し

料
金
は
。

答
　
1
0
0
坪
未
満
を
掘
り
取
り

委
託
を
し
た
場
合
、
坪
当
た
り

70
円
。
1
0
0
坪
か
ら
1
9
9
坪
が
60

円
。
2
0
0
坪
か
ら
2
9
9
坪
が
50
円
。

3
0
0
坪
か
ら
3
9
9
坪
が
40
円
。

4
0
0
坪
以
上
は
30
円
。
令
和
６
年
度
現

時
点
で
掘
り
取
り
委
託
し
た
農
家
は
、

７
人
。
９
月
10
日
の
時
点
、
約
3
，

9
0
0
坪
の
掘
り
取
り
を
行
な
っ
た
。

問
　
伊
江
島
蒸
留
施
設
機
能
拡
充 

事
業
の
工
事
請
負
費
5
，4
0
0 

万
円
の
不
用
額
の
理
由
は
。

答
　
当
初
２
階
建
て
で
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
設
置
す
る
計
画
が
あ
っ

た
が
、
設
計
を
見
直
し
、
防
水
工
事
、

塗
装
工
事
も
な
く
な
り
、
減
額
に
な
っ

た
為
。

問
　
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
カ
ッ
プ
小
中

学
生
ゴ
ル
フ
伊
江
島
大
会
が
12

回
行
わ
れ
て
お
り
、
島
の
子
ど
も
た
ち

が
将
来
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て
伊
江

村
出
身
の
子
ど
も
た
ち
が
何
人
ぐ
ら
い

参
加
し
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ

る
。
こ
の
大
会
は
伊
江
島
に
ゴ
ル
フ
場

が
あ
る
と
い
う
こ
と
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て

い
る
が
、
村
内
の
子
ど
も
た
ち
が
少
な

い
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
も
っ

と
機
会
を
つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
昨
年
は
３
人
が
参
加
し
た
。

ゴ
ル
フ
の
初
期
の
段
階
を
指
導

す
る
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
が
今
、
小
学
校

に
て
盛
ん
に
指
導
さ
れ
て
お
り
、
ス
ナ

ッ
グ
ゴ
ル
フ
含
め
、
更
に
啓
蒙
活
動
を

し
、
参
加
す
る
人
数
を
増
や
し
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委員長
島袋　勉

決算審査特別委員会 委員長報告
　本議会より審査に付託された、令和５年度伊江村一般
会計歳入歳出決算、診療所特別会計歳入歳出決算、国
民健康保険特別会計歳入歳出決算、後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算、水道事業会計利益の処分及び決
算、船舶運航事業会計利益の処分及び決算の各認定に
ついて、９月11日議長を除く全議員で構成する決算審査
特別委員会を開会し、審査を行った。
　各会計の質疑が終了し、「討論なし」及び「異議なし」と
認め、原案のとおり認定すべきものと決定した。
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沖縄県町村議会議長 
町村議会議員·事務局職員研修会・交流会
沖縄の観光、議員報酬の取組み

10/ 9

　那覇市の自治会館で研修があり、離島市
町村議会議員147人、事務局職員32人、総
勢179人が参加した。鹿児島大学水産学部 
鳥
と り い

居享
た か し

司 氏が「沖縄県における離島漁業
の振興について」と題し、講演が行われた。

　那覇市のホテルモーリアクラシック沖縄で研修があ
り、町村議会議員272人、事務局職員60人、総勢332
人が参加した。内閣府沖縄総合事務局運輸部部長 星

ほし
 

明
あきひこ

彦 氏が「インバウンド・アウトバウンド・ループの創
出と稼ぐ力」と、全国町村議会議長会議事調査部長　
飯
い い だ

田 厚
あつし

氏が「議員報酬の適正化に向けて」と題し講
演が行われた。研修会終了後、交流会が開催された。

鹿児島大学水産学部 鳥居享司 氏による講演

離島フェア　東江上区民俗芸能発表

経済・公営企業常任委員会

総務常任委員会

第50回沖縄県畜産共進会視察

離島フェア2024視察

　糸満市の南部家畜市場で開催された沖縄
県畜産共進会へ北部代表として伊江村から２
部門３頭を出品した。若雌第１類部門でさくひ
め号が優等４席と優秀な成績を収めた。日頃
のご研鑽に敬意を表するとともに、関係者へ
の激励を行った。

　『離島の息吹を感じよう！特産品の祭典』をキャッチフ
レーズに、沖縄セルラーパーク那覇で開催された離島
フェアを視察。島からの出店業者の飲食ブースや特産品
ブースには多くの来場者で賑わい伊江島を存分にＰＲし
た。 また、東江上区民俗芸能出演者への激励を行った。

11/ 3

11/ 16

沖縄県離島振興市町村議会議長会研修会 10/ 8
新たな漁業振興

議会広報 いえそん
No.187   12 月号

視
察
研
修



一般質問の詳細については、ホームページの第８回定例会をご覧ください

ここここを問うを問う

議会広報 いえそん
No.187   12 月号 8

問　
平
成
15
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

修
学
旅
行
の「
教※
１
育
旅
行
民
泊
」は
、

平
成
27
年
度
の
ピ
ー
ク
時
に
、約

５
万
人
余
り
の
生
徒
を
約
3
0
0

戸
余
り
の
受
入
れ
民
家
で
対
応
し

た
、そ
の
人
数
は
村
の
観
光
入
城
客

数
の
約
３
割
を
占
め
、村
の
観
光
産

業
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
共
に
地

域
経
済
を
支
え
る
主
要
産
業
に
な
っ

た
。し
か
し
な
が
ら
近
年
受
入
れ

民
家
が
減
少
し
、さ
ら
に
、最
近
の

物
価
高
騰
、光
熱
費
の
値
上
げ
な
ど

は
、受
入
れ
民
家
の
経
費
に
影
響
を

与
え
、こ
の
ま
ま
で
は
受
入
れ
民
家

を
続
け
る
こ
と
は
厳
し
い
と
の
声

も
聞
こ
え
る
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、本
村
の
観
光
産

業
を
支
え
る
民
泊
事
業
の
現
状
を

早
め
に
調
査
し
、関
係
団
体
と
意
見

交
換
を
行
う
こ
と
は
重
要
な
こ
と

と
思
慮
す
る
が
、村
長
の
考
え
を
伺

う
。

答　
村
長

　

平
成
27
年
を
ピ
ー
ク
に
本
村
の

民
泊
受
入
れ
数
が
減
少
し
、さ
ら
に

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
で
民
泊
の

中
止
が
相
次
ぎ
、収
入
減
や
受
入
れ

民
家
の
減
少
な
ど
大
き
な
損
失
と

な
っ
た
。

　

民
泊
事
業
は
本
村
の
観
光
振
興

を
支
え
る
重
要
な
主
要
産
業
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
が
、料
金
が
改

定
さ
れ
る
再
来
年
ま
で
の
受
入
れ

民
家
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
他
の
産

業
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
、慎
重
に
判
断
す
る
た
め
に

も
、今
後
２
事
業
所
と
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

問　
受
け
入
れ
民
家
の
減
少
は
、村

の
観
光
振
興
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
。２
事
業
所
だ
け
で
は
、こ
の

減
少
傾
向
を
抑
え
る
こ
と
は
厳
し

い
と
こ
ろ
が
あ
り
、行
政
と
し
て
も

何
ら
か
の
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。今
後
の
受
入
れ
民
家
を
多
く
す

る
為
、ど
の
よ
う
な
対
策
が
で
き
る

の
か
。

答　
商
工
観
光
課
長　
金
城
幸
人

 

県
外
で
実
施
し
て
い
る
修
学
旅
行

の
説
明
会
で
、「
伊
江
村
こ
ん
な
民
泊

が
楽
し
め
ま
す
よ
」と
い
う
ア
ピ
ー

ル
に
も
っ
て
い
け
る
よ
う
な
取
組
な

ど
、こ
こ
ろ
ハ
ウ
ス
、観
光
協
会
と
意

見
交
換
を
し
な
が
ら
、今

後
の
取
組
に
つ
い
て
行
政

も一緒
に
な
っ
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

並
な み

里
ざ と

 晴
は る

男
お

 議員

慎
重
に
判
断
す
る
た
め
に
も
、
今
後
２
事
業
所
と

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
き
た
い

村長 「
教
育
旅
行
民
泊
」事
業
の

受
入
れ
民
家
へ
の
支
援
は
で
き
な
い
か

※１　教育旅行民泊
数人のグループで民家にお客様ではなく、家族の一員として宿泊していただき、家業や料理作りを一緒
に体験し、「伊江島の良さ」について交流を通して深めて頂く。

教育旅行民泊　見送り教育旅行民泊　見送り

一
般
質
問
（
並
里 

晴
男
）



村政村政 のの
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問　
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
な

ど
を
活
用
し
農
地
整
備
が
行
わ
れ
、

今
後
に
お
い
て
も
、年
次
的
に
整
備

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
思
慮
す
る
。

工
事
実
施
に
伴
い
、掘
り
起
こ
し
た

箇
所
の
表
面
は
丁
寧
に
石
の
除
却

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、土
中
に
多
く

の
石
が
残
り
耕
転
の
た
び
に
、表
面

に
浮
き
出
て
く
る
。

　

ま
た
、島
内
全
体
的
に
土
質
が

浅
く
、プ
ラ
ウ
耕
、ロ
ー
タ
リ
ー
耕

の
あ
と
石
の
ほ
地
外
持
ち
出
し
破

棄
を
行
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。違

和
感
な
く
、当
た
り
前
の
作
業
だ
と

思
っ
て
い
た
が
、近
年
に
お
い
て
は

「
拾
う
」か
ら「
砕
き
残
す
」こ
と
に

よ
り
作
業
の
効
率
を
上
げ
、砕
か
れ

た
石
が
ほ
地
に
残
る
こ
と
で
、Ｐ
Ｈ

調
整
や
排
水
効
果
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
期
待
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

県
内
に
お
い
て
は
、南
大
東
島
、伊

良
部
島
に
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。本

村
に
お
い
て
も
必
要
性
を
感
じ
る

が
、ト
ラ
ク
タ
ー
牽
引
式
ス※
２
ト
ー
ン

ク
ラ
シ
ャ
ー
導
入
に
つ
い
て
、当
局

の
見
解
を
伺
う
。

答　
村
長

　

南
大
東
島
や
伊
良
部
島
に
お
い

て
、民
間
事
業
者
が
ス
ト
ー
ン
ク

ラ
ッ
シ
ャ
ー
を
導
入
し
石
礫
除
去
作

業
を
受
託
し
、他
の
離
島
に
お
い
て

も
当
該
機
械
を
活
用
し
た
土
壌
改

良
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

　

土
地
を
生
産
基
盤
と
す
る
農
業

に
お
い
て
、圃
場
の
石
礫
は
作
物
の

生
育
を
阻
害
し
、収
穫
時
に
機
械
の

損
傷
や
収
穫
物
の
傷・変
形
の
要
因

に
な
る
な
ど
、様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
と
な
る
。本
村
に
お
い
て
も
、

圃
場
の
石
礫
除
去
は
農
業
の
基
本

で
あ
る
土
づ
く
り
の一
環
と
し
て
の

必
要
性
か
ら
、深
耕
、堆
肥
投
入
、石

礫
除
去
が
可
能
で
あ
る
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
の
採

択
に
向
け
た
調
査
研
究
を
行
っ
て
い

る
。

　
令
和
５
年
２
月
に
は
、県
北
部
農

林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
と
共
に
、土

壌
改
良
事
業
の
先
進
地
で
あ
る
北

大
東
村
へ
視
察
を
行
い
、事
業
採
択

ま
で
の
取
り
組
む
べ
き
項
目
や
事
業

の
実
施
状
況
を
調
査
し
た
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

交
付
金
事
業
の
採
択
条
件

と
し
て
、地
域
協
議
会
設

立
に
よ
る
土
壌
改
良
、マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
及
び
土
づ
く

り
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
が
必

要
と
な
る
。当
該
計
画
を
策

定
す
る
過
程
に
お
い
て
、ス

ト
ー
ン
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
の
活

用
に
よ
る
土
壌
改
良
の
有

効
性
を
検
討
し
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
。

問　
地
域
協
議
会
を
設
立

し
、マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、土

づ
く
り
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策

定
ま
で
、ど
れ
ぐ
ら
い
の
ス

パ
ン
を
想
定
し
て
い
る
か
。

答　
農
林
水
産
課
長　
浦
崎 

悟

 

地
域
協
議
会
は
条
例
等
を
整
備

し
て
、今
年
度
設
立
を
し
て
令
和
７

年
か
ら
８
年
度
で
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
土
づ
く
り
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。そ
の
後
に

令
和
９
年
度
に
新
規
地
区

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
て
、

令
和
10
年
度
か
ら
正
式
に

中
山
間
等
直
接
支
払
交

付
金
事
業
に
よ
る
土
壌
改

良
が
始
め
ら
れ
る
の
か
と

感
じ
て
い
る
。

土
壌
改
良
の
有
効
性
を
検
討
し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

村長 ト
ラ
ク
タ
ー
牽
引
式

ス
ト
ー
ン
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
導
入
は

※２　ストーンクラッシャー
石をその場で粉砕して、土壌に戻します。石の除去後の地盤沈下や客土の必要もなく、効率的に農地
整備が行える。 内

う ち

間
ま

 広
ひ ろ

樹
き

 議員

ストーンクラッシャーストーンクラッシャー

議会広報 いえそん
No.187   12 月号

一
般
質
問
（
内
間 

広
樹
）



議会広報 いえそん
No.187   12 月号 10

問　
青
少
年
旅
行
村
は
、モ
ク
マ
オ
ウ
林

の
キ
ャ
ン
プ
場
や
真
っ
白
な
砂
浜
の
海
水
浴

場
が
あ
り
、村
民
、観
光
客
な
ど
多
く
の
人

が
訪
れ
る
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。売
店

前
の
テ
ラ
ス
で
は
、観
光
客
や
友
人
、家
族
、

職
場
仲
間
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
を
楽
し
む
グ

ル
ー
プ
で
大
変
賑
わ
っ
て
い
る
。売
店
周
辺

に
お
い
て
は
、こ
こ
数
年
５
月
か
ら
10
月
頃

に
大
量
の
ハ
エ
が
発
生
し
、利
用
者
に
不
快

感
を
与
え
る
だ
け
で
は
な
く
、病
原
菌
の
媒

介
な
ど
で
の
間
接
的
な
健
康
被
害
も
懸
念

さ
れ
る
。

　
そ
の
こ
と
が
、本
村
の
観
光
の
イ
メ
ー
ジ

ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
ら
な
い
か
危
倶
す
る
。売

店
の
方
々
は
、ハ
エ
の
発
生
を
防
止
す
る
た

め
に
売
店
前
の
テ
ラ
ス
の
定
期
的
な
清
掃
、

消
毒
液
の
散
布
や
ト
ラ
ッ
プ
設
置
な
ど
、

様
々
な
努
力
を
し
て
い
る
が
、ハ
エ
の
発
生

を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
現
状
で
は
難
し
い
状

況
に
あ
る
。発
生
源
の
特
定
、駆
除
方
法
の

検
討
な
ど
、早
急
に
環
境
衛
生
の
改
善
に
向

け
て
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
て
い
る
。今
後

ど
の
よ
う
な
衛
生
管
理
対
策
を
講
じ
て
い
く

の
か
、村
長
の
見
解
を
伺
う
。

答　
村
長

　
村
で
は
週
３
回
、青
少
年
旅
行
村
内
の
ご
み

の
収
集
を
行
っ
て
い
る
が
、今
後
、売
店
周
辺

や
キ
ャ
ン
プ
場
の
炊
事
場
な
ど
ハ
エ
が
発
生

し
そ
う
な
場
所
を
調
査
し
、売
店
側
と
連
携

し
な
が
ら
適
宜
、防
除
等
の
対
策
を
行
い
た

い
。施
設
内
の
衛
生
管
理
に
努
め
な
が
ら
利

用
者
の
利
便
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
建
築
物
衛
生
法
に
お
い
て
、多
数
の
も

の
が
使
用
し
、又
は
利
用
す
る
建
築
物
の
維

持
管
理
に
つ
い
て
は
、衛
生
的
な
環
境
の
確

保
を
図
り
、公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に

努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
環
境
衛
生
上
、良
好
な
状
況
を
維
持
す
る

た
め
に
必
要
に
措
置
を
講
じ
る
こ
と
は
、管

理
者
の
村
当
局
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
で
あ

る
。建
築
物
衛
生
法
を
鑑
み
て
、現
状
を
ど

う
お
考
え
な
の
か
。

答　
商
工
観
光
課
長　
金
城
幸
人

 

ハ
エ
の
発
生
源
を
ま
ず
突
き
止
め
売
店
周

辺
の
ご
み
収
集
、浄
化
槽
、木
が
茂
っ
て
湿
っ

て
い
る
場
所
、キ
ャ
ン
プ
場
の
炊
事
場
な
ど

徹
底
的
に
ハ
エ
の
発
生
場
所
を
探
し
て
、防

除
し
て
い
き
た
い
。

問　
一
般
的
に
ハ
エ
の
防
除
対
策
は
春
が

最
も
重
要
で
あ
り
１
月
か
ら
３
月
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
前
に
発
生
源
の
徹
底
的
な
防
除

作
業
を
行
う
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。環
境

機
関
等
の
防
除
技
術
の
指
導
助
言
を
求
め

る
こ
と
も
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。そ
の
具

体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

答　
商
工
観
光
課
長　
金
城
幸
人

 

北
部
保
健
所
か
ら
も
助
言
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、ど
う
い
っ
た
対
策
が
で
き
る
か
、当
課

で
も
ど
の
時
期
に
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
か
調

整
し
て
、対
策
を
練
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問　
村
の
観
光
施
設
の
衛
生
的
な
環
境
確

保
に
向
け
て
村
長
の
考
え
を
伺
う
。

答　
村
長

 
今
後
し
っ
か
り
と
適
切
な
時
期
に
、適
切

な
防
除
が
で
き
る
方
法
な
ど
、県
の
環
境
衛

生
の
様
々
な
資
料
を
取
り
寄
せ
な
が
ら
、今

後
、御
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、環
境
衛

生
に
努
め
て
い
く
。

宮
み や

城
ぎ

 弘
ひ ろ

和
か ず

 議員伊江ビーチ前　テラス伊江ビーチ前　テラス

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
適
切
な
時
期
に
、
適
切
な
防
除
を
行
っ
て
い
く

村長 青
少
年
旅
行
村
施
設
の「
ハ
エ
」の
異
常
発
生
に
伴
う

衛
生
管
理
対
策
の
強
化
は

一
般
質
問
（
宮
城 

弘
和
）
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伊江小学校
４年生

令和６年 第８回定例会	 会期：令和６年９月10日（火）～９月12日（木）

議 案 番 号 件　　　名 議決結果
報告第13号 令和５年度沖縄県町村土地開発公社事業報告及び決算報告書の提出について 原案報告

報告第14号 健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 〃

議案第57号 伊江村国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第58号 伊江村水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について 〃

議案第59号 令和６年度伊江村一般会計補正予算（第５号） 〃

議案第60号 令和６年度伊江村診療所特別会計補正予算（第２号） 〃

議案第61号 令和６年度伊江村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 〃

認 定 第１号 令和５年度伊江村一般会計歳入歳出決算の認定について　※Ｐ4 ～Ｐ5参照 原案認定

認 定 第２号 令和５年度伊江村診療所特別会計歳入歳出決算の認定について　※Ｐ4参照 〃

認 定 第３号 令和５年度伊江村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について　※Ｐ4参照 〃

認 定 第４号 令和５年度伊江村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定ついて　※Ｐ4参照 〃

認 定 第５号 令和５年度伊江村水道事業会計利益の処分及び決算の認定について　※Ｐ4参照 〃

認 定 第６号 令和５年度伊江村船舶運航事業会計利益の処分及び決算の認定について　※Ｐ4参照 〃

陳 情 第１号 県産品の優先使用について　※Ｐ12参照 原案採択

第９回臨時会	 会期：令和６年10月31日（木）

議 案 番 号 件　　　名 議決結果
発 議 第５号 米兵による道路交通法違反（飲酒運転）に対する意見書　※Ｐ13参照 原案可決

発 議 第６号 米兵による道路交通法違反（飲酒運転）に対する抗議決議　※Ｐ13参照 〃

議 決 の 結 果

10月より、水道料金が改定されます。それに伴う条例の改正です。
詳しくは、伊江村広報「イーハッチャー」９月号P7をご覧下さい。

９月５日木曜日、２年生（13名）が社会科学習の為、役場を
訪れ、消防や防災の授業として、防災無線施設などを見学
し、最後に議場で意見交換を行った。
感想（一部抜粋）
・議場の席がいっぱいでびっくりしました。
・�伊江村についての話し合いが、議場で行

われている事を知った。

◆議案第58号　伊江村水道事業給水条例
に関する条例って何？？

「社会科見学」
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等
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。

　
村
と
し
て
は
、関
係
機
関
と
調
整
を

行
い
、令
和
６
年
４
月
か
ら
高
校
生
の

こ
ど
も
医
療
費
の
現
物
給
付
を
実
施

し
て
い
き
た
い
。

質答
令
和
６
年
４
月
か
ら
高
校
生
に

お
い
て
も「
現
物
給
付
」と
な
っ

て
い
る
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　県産品奨励運動は、県産品の需要拡大を図ることで、県内企業の育成強化と雇用
拡大を促進し、もって県経済の活性化を推進することを目的として業界、行政及び消
費者団体などが一体で進めている活動であります。
　令和4年度に沖縄県が自立型経済の構築に向けて策定した「新・沖縄21世紀ビ
ジョン基本計画」では、製造業をはじめとするものづくり産業を本県経済の一翼を担
う戦略的産業として、持続的な発展と県産品の県内外市場の拡大に向けた事業を強
く押し進めることになっています。
また、同計画に基づき昨年度策定した「沖縄県ものづくり振興計画」では、県内企業
への発注の促進・拡大等による調達率の向上などの取組を通して、持続可能な県内
ものづくり産業の実現を目指しています。
　地場産業振興の一番の近道が「県産品の愛用」です。県産品愛用は地域経済の活
性化と地域の雇用。所得水準の向上に大きく寄与しており、今まで以上に生県民一
体となって取り組む必要があります。
　つきましては、われわれ業界も生産技術及び品質の向上に向けて、懸命に努力をし
てまいりますので、貴職におかれましても「2024年県産品奨励月間」の趣旨をご理解
いただき、県内企業への優先発注及び県産品の優先使用について下記のとおり特段
のご配慮を賜りますようお願い申し上げます。

記
1.�議会で「県産品愛用及び地元企業優先発注」を決議していただき

県産品の啓蒙啓発に努めていただきますようお願い申し上げます。

Good Job

あの質問・質疑どうなった！？令和５年12月定例会

伊江村こども医療費助成の現物給付
（高校生等）まで拡充を

県産品の優先使用について
陳情第１号

７/22　澤岻英樹団長から陳情がありました
９月12日

（一部抜粋）

原案
採択

陳
情・あ
の
質
問
質
疑
ど
う
な
っ
た
!?
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　令和６年10月30日午前６時ごろ、伊江港内の屋根付歩道の円柱に接触事故をしたと
思われる車が放置されていると本部警察署伊江駐在に通報があった。現場を確認した
所、運転したと思われる米海兵隊員は、伊江港内に駐車している軽自動車内で寝ていた。
本部警察署によると、呼気から基準値（0.15ｍｇ）をはるかに超える0.85ｍｇのアルコー
ルが検知された。米海兵隊員は、泥酔状態で普通乗用車を運転し、伊江港内にある照明
に接触した後、屋根付歩道の円柱に衝突したと思われる。
　７月５日、本村において米海兵隊員の飲酒運転による事件があり、再発防止の申し入れ
を行ったにもかかわらず、今回の事件が発生した事は、強い憤りを感じる。
　また、沖縄県内各地で米兵による飲酒に絡んだ事件・事故が後を絶たず、村民・県民に
不安と恐怖を与えており、「綱紀粛正」「再発防止」「教育の徹底」が形骸化し根本的な解
決につながっていないことは極めて遺憾である。飲酒運転は、重大な違法行為であり、伊
江港内はフェリーへ乗下船する場所で、一歩間違えば住民を巻き込む大惨事に繋がるも
のであり、断じて容認できるものではない。これまで以上に米兵に対する管理体制の強
化及び指導体制を見直し、より一層の綱紀粛正と再発防止を講ずるべきである。
　よって、本村議会は、村民の生命、財産、安全を守る立場から関係機関に対し厳重に抗
議するとともに、下記事項について速やかに実現するよう強く要請する。

伊藤晋哉沖縄防衛局長に対し手交する渡久地議長伊藤晋哉沖縄防衛局長に対し手交する渡久地議長 宮川学外務省特命全権大使に対し宮川学外務省特命全権大使に対し
意見書を読み上げる渡久地議長意見書を読み上げる渡久地議長

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
令和６年10月31日　　　　　　　　　　　　沖縄県国頭郡伊江村議会

記
１．リバティー制度の規制強化、夜間外出禁止令を発令すること。
２．米軍人・軍属の綱紀粛正を徹底的に実施すること。
３．事故の再発防止と具体的な解決策を公表し、実施すること。
４．日米地位協定を抜本的に見直しすること。

※

参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣、防衛大臣、
沖縄及び北方対策担当大臣、外務省特命全権大使（沖縄担当）、沖縄防衛局長

※�リバティー制度とは、在日アメリカ軍の午前１時から午前５時までの間、基地の外にある飲酒ができる施設の利用や
公共の場での飲酒を禁止している制度。

あて先

米兵による道路交通法違反（飲酒運転）
に対する意見書

発議第５号 10月31日

発議第６号　同様の抗議決議文を
　あて先　　駐日米国大使、在日米軍司令官、在日米軍沖縄地域調整官、在沖米国総領事に提出
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議会広報いえそんNo.186号（9月号）

聞いて

議
会
広
報
チ
ェッ
ク　議員の皆様が島の子ども達の健やかなる成長を

願い、15 の旅立ち等に向けての取り組みに真摯
に議論していただいていることに感謝いたします。
また、毎年小中学生や各団体においての議会傍聴
や議場見学等の場を設けていただき、伊江村議会
がより身近な機関に感じることができます。これ
からも楽しく拝読させていただきます。	

　村内のおじいちゃん、おばあちゃんの書いた
味のある文字、題字が素晴らしいです。議会の
内容も分かりやすく記載されていて、大人から
子どもたちまで読みやすいです。

　暮らしやすい村づくりに向けて、予算だけ
ではなく、福祉の充実のためにも様々な意⾒
や活動をしていることが本誌を通して得⼼す
ることができます。議会広報コンクールでは、
最優秀賞受賞おめでとうございます。今後も
村⺠が⼿に取って⾒やすい広報誌をお願いい
たします。

　全国的に少子化が進んでおり、本村もその傾向
にあります。議会の皆様にも色々な対策に、ご尽
力いただいておりますが、子ども達や子育て当事
者がより安心して、楽しい毎日を過ごせるよう、病
児保育や産後ケア等の支援拡充、働き方改革の推
進等の取り組みに期待致します。

　進学で島を出た子どもたちが島に生まれたこ
とを誇りに活躍できるよう、また、帰ってきて
島のために働きたいと思える魅力ある島づくり
に期待します。伊江島を担う子ども達を育む仕
事「保育士」募集中。保育士が増えることに期待！

　保護者や地域からのご⽀援を賜ることで、
安⼼安全な環境と伸び伸び育っていく環境を
本園でも作れていると感じております。⼦ど
もたちの明るい未来のために、⾏政と議会が
⼀丸となり、今後とも⼀層の⽀援等よろしく
お願いいたします。

自己紹介

自己紹介

島袋 今利子
しまぶくろ なりこ

玉城 鈴江
たましろ すずえ

議会広報｢いえそん」を読んでの感想

議会広報｢いえそん」を読んでの感想

議会広報｢いえそん」を読んでの感想

伊江村に期待すること

伊江村に期待すること

伊江村に期待すること

東
保育所

あおぞら
小規模
保育園

行政区：川平区

東保育所の所長を 務めており
ます島袋今利子と申します。30
歳を前に島に戻り、保育所での
勤務も今年度をもって定年とな
ります。この30 年余り振り返っ
てみますと、あっという間に過
ぎたように思います。毎日、島
のかわいい子ども達に癒され、
素敵な職員達と 一緒に過ごせ
ることに感謝の気持ちでいっぱ
いです。残り少ない日々ですが、
子ども達の成長を願い、楽しく
過ごしていきたいと思います。

伊江島生まれ伊江島育ち、純
いーじまんちゅです。伊江村立
西保育所で所長として勤務して
います。毎日子どもたちの笑
顔に癒されて頑張っています！

行政区：西江上区

西
保育所

令和 2 年 10 ⽉１⽇、村から認
可を受け開園して早 4 年にな
りました。「アットホームで愛
情に満ちた安⼼感のある環境
で⼦ども⼀⼈⼀⼈に寄り添い、
豊かな⼼を育む保育」を保育
理念に掲げ、村内唯⼀の⼩規
模保育園として、⼤きな使命
に感謝をし、⼩規模保育園の
メリットを最⼤限に活かしなが
ら、職員⼀同励んでおります。

行政区：川平区

自己紹介

渡久地 久⼦
とぐち ひさこ

３保育所 所長·園長に
感想を みました。



1010月月 October

99月月 September

1111月月 November

議会の活動

	 １日	：	伊江村役場辞令交付式（議長）
	 ２日	：	経済・公営企業常任委員所管事務調査事前勉強会
	 ７日	：	町村議会議長会定例総会（議長/那覇市）
	 ８日	：	離島議長会臨時総会・研修会（全議/那覇市）
	 ９日	：	町村議会議員・職員研修会・交流会（全議/那覇市）
			   首里城　視察（全議/那覇市）
	 11日	：	例月出納検査（虻江監査委員）
	 12日	：	東江上区民俗芸能発表会（全議）
	 13日	：	国頭郡陸上競技大会（全議）
	 15日	～	18日：所管事務調査（経済・公営企業常任委員/
			   恩納村・糸満市・茨城県・東京都）
	19日	：	西幼・小学校運動会（西小校区議員）
	20日	：	伊江幼・小学校運動会（伊江小校区議員）
	23日	：	北部広域市町村圏事務組合臨時議会（議長/名護市）
	26日	：	三保育所大運動会（正副議長）
	30日	：	全員協議会
	 31日	：	第９回伊江村議会臨時会
			   外務省沖縄事務所、沖縄防衛局　意見書提出

	 ２日	：	�令和5年度決算審査報告及び村長、議長へ意見
書提出（虻江監査委員）

	 ４日	：	議会運営委員会、議員全員協議会
	 ８日	：	伊江中学校運動会（全議）
	10日	～	12日：第8回伊江村議会定例会
	20日	：	健康長寿おきなわ復活県民会議(議長)
			   JA園芸生産組合総会（並里経済・公営企業常任委員長）
	25日	：	令和6年度第48回北部地区畜産共進会
			   （議長、経済・公営企業常任委員/今帰仁村）

	 １日	：	伊江島一周マラソン大会実行委員会（議長）
	 ３日	：	沖縄県畜産共進会（経済・公営企業常任委員/糸満市）
	 ５日	：	伊江村防火デー式（議員）
	 ７日	：	例月出納検査（虻江監査委員）
	 ８日	：	黒糖工場火入れ式（副議長）
	 13日	：	第68回町村議会議長会全国大会（議長/東京都）
			   ニッポンエールプロジェクト協議会「沖縄県産黒糖」
			   産地交流会（議員）
	16日	：	離島フェア2024（総務常任委員/那覇市）
	18日	：	広報委員会（議長、広報委員）
	20日	～	22日：所管事務調査（総務常任委員/与那国町・竹富町）
	22日	：	伊江村防風林の日（議員）
	26日	：	第10回伊江村議会臨時会
			   「木の上の軍隊」映画撮影関係者との懇親会
			   （正副議長、並里経済・公営企業常任委員長）
	27日	：	伊江村商工会50周年式典祝賀会（全議）
	29日	：	北部市町村議長会第3回理事会・定例会（議長/本部町）
	30日	：	伊江小学校学習発表会（伊江小校区議員）

議
会
の
活
動
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辞令交付式で挨拶をする渡久地議長

首里城視察

村長へ決算審査の報告をする
具志川代表監査委員と虻江監査委員
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議会傍聴を希望される方は、議会事務局（☎49-2924）へお問合せ下さい。
発熱や風邪、倦怠感のある方はご遠慮いただく場合がございますのでご理解ください。

12月11日（水）午前10時〜▶ 12月定例会予定  

今月の表紙

今月の表紙は、保育所大運動会における、「ちびっこ海賊団！！
宝を探しにレッツゴー！！」親子競技の様子（東保育所３歳児さ
くら組の長

な が は ま

浜糸
い と

杜さんと、お父さんの長
な が は ま

浜久
ひ さ し

志さん）です。
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P16

所管事務調査を実施所管事務調査を実施注目記事
トピックス P2~3P2~3

多目的屋内運動場
初の

運動会ッちゅん!!
城山（タッチュー）登山口から頂上までの階段の数は？

伊江島広報「イーハッチャー」12月号に掲載！
問

問

答答
広報紙を読もう 連携企画第5弾広報紙を読もう 連携企画第5弾

伊江村議会事務局

　この度、経済・公営企業常任委員会所管事務調査で、10月15日～10月18日(帰村)まで、茨城
県の農業を調査した。
　全国で野菜売り上げ№１市町村を誇る茨城県鉾

ほこた

田市、ＪＡほこたについて、組合員数
3,775人(正2,761人准1,014人)役員31人、職員111人(臨時、パ― 卜、派遣で40人)で構成され
ていて、販売品売高163億円内訳、野菜販売高108憶円(小松菜30億、トマト18億、ほうれん草
13億、水菜11億、甘藷9憶、ニラ7憶、人参4億、春菊2憶円、パセリ2憶円、その他12憶円)果
実販売高55憶円、内訳(いちご31億、メロン24億)で農業の可能性を実感し羨

せ ん ぼ う

望の至りである。
その要因は行政・JA・生産農家・市場が一体となって農業政策へ取り組んでいる賜物であると
痛感した。字数の都合でＪＡほこたのみのドゥンチュイムニでした。

伊江村議会議員　亀里　敏郎

（0980）49-2924 伊江村議会事務局
議会や議会広報に関してご意見やご要望をお寄せ下さい。

読みやすいユニバーサルデザインフォントを
使用しています。

印刷インキに植物由来の原 料を配合して、
温室効果ガスの発生を低減しています。

題字（揮
きごう

毫）記入者

名 　 　 前

生 年月日

行政区・屋号

玉
たま

 元
もと

 千
ち

 枝
え

昭和６年12月20日生　満92歳
川平・タマムトゥンヤー

職員からみた千枝さん
相撲に野球にゴルフなど、スポーツ観
戦が大好きです。デイサービスでは、チ
ラシを使ったごみ箱作りや手作業など
を周りの方に教えてくれる大切な方で
す。題字を書く依頼に対して、スタッフの
「これから家族喜びますよ！」の一言を
快諾して書いて頂きました。

（ふさと苑）


